
社団法人 日本動物用医薬品協会

員各位

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂き船礼申L上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省食料産業局長等より通知がありましたのでお知

らせします。
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食品中の放射性物質ヘの対応については、昨年3月に厚生労働省において定められた暫

定規制値に適合している食品の摂取は健康ヘの悪影響はないと一般的に評価されているも

のの、より一層、食品の安全と安心 るため广生働省により食品冨生法 11

1 に基づくたナ'基準値が設定され、 4月1日からーされたところです。

農林水産省においては、国産農林水産物・食品に対する消費者からの信頼や国際的な信

認を早急に回復するため、関係機関と緊密に連携しながら、消費者に安全な食料を安定的

に供給することを最優先に取り組んできたところです。

食品産業事業者の中には食品中の放身 にハる自主査を実施している もみ

られますが、.{的に邑できる分析.ロ'るためには、別.の「1言頼できる分の

ーつていることが必要であり、団下の会企に対しこのこに沿った取,

との周知おいいたします。

また、食品衛生法に基づく基準値は、放射性物質を含む食品からの被ぱく線量の上限(介

入線量レベル)を食品の国際基準を策定するFA0とWH0の合同会議であるコーデックス委員

会の指標である年間1ミリシーベルトに合わせる一方で、算定の際の一般食品の汚染割合

を50%とし、コーデックス委員会ガイドライン(10%)より厳しい前提が置かれ、さ

らに特別な配慮が必要な飲料水や乳児用食品等を区分して長期的な観点から設定されたも

のですので、過 1なま制と消段での; L けるため、自主査においても 、生口
口口

法の基準値(一般食品:100ベクレル/k 牛乳及び乳児用食品:50ベクレル/k 、

飲 1フK:10ベクレル/k)に基づいて半1断するよ'併せて周知をおいいたします。

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

24食産第445号

平成24年4月20日

農林水産省食料産業局
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食品・産業団体の長宛

亡・:、゛

食品中の放身寸性物質人の対応についてはイ昨年3月に厚生労働省において定められた暫

定規制値に適合している食品の摂取は健康ヘの悪影響はないと一般的に評価されているも

食品中の放射性物質に係る・自主検査における信頼できる分析等について

のの、より一層、食品の安全'と安心を確保するため、厚生労働省により.食品

条第1項に.基づく新たな基準値が設定され、本年4月1日から施行されたところです。

農林水産省においては、国産農林水産物・食品.に対する消費者からの信頼や国際的な信

認を早急に回復するため、.関係機関と緊密に連携しながら、消費者に安全な食料を安定的

に供給する二とを最優先に取り組んできたところです。

食品産業事業者の中には食品中の放射性物質に係る自主検査を実施している事業者もみ

平成24年4月20日

24食産第445号

られますが、.科学的に信頼できる分析結果を得るためには、別添の「信頼できる分析の要

件」1こ沿った取組等を行って.いることが必要であり、貴団体傘下の会員企業に対しこのこ

50ベクレル/k

農林水産省食料産業局長

との周知をお願いいたします。

また、食品衛生法に基づく基準値ば、放射性物質を含む食品からの被ぱく線量の上限(介

入線量レベル)を食品の国際基準を策定するFA0とWH0の合同会議であるコーデックス委員

会の指標である年間1ミリシーベルトに合わせる一方で、算定の際の一般食品の汚染割合

を50%とし、コヤ・デックス委員会ガイドライン(10%)より厳しい前提が置かれ、さ

らに特別な配慮が必要な飲料水や乳児用食品等を区分して長期的な観点から設定されたも

のですので、過乗

去の基準値(一般食品

飲料水:10ベクレル/'k)に基づいて判断するよう併せて周知をお願いいたします。

'生法第11

なま制と消費段階での混乱を避けるため、自主検査においても食品衛生

100ベクレル/k 牛乳及ぴ乳児用食『



科学的に信頼できる分折.結果を得るためには、以下の取組等を行っていることが必要。

i,分析法の要件

いう、どこで、誰が分析して.も同様の分析結果が得られることが客観的・科学的に検

証された分析法を使用。

2.分析者1こ求められる事項

(分析機関または生産者等が自ら分析する場合)

信頼できる分析の要件

①組織管理、分析者の教育、測定手順等の文書化、内部での分析の精度管理などのマネ
ジメント体制を構築。

②定期的に外部の技能試験を受け、'自らの技能を評価。

(参考)

0分析機関内部での分析の精度管理

・同一試料を繰り返し分析した際のバラツキを把握、標準試料の測定値を定期的に確

認など。
ノ

0技能試験(rproficienoy Testin底」のJIS訳)

・第三者機関が配布する試料を参加者が分析し、.複数の分析機関間で分析結果を比較

(別添)

・評価するプログラム。(放射性物質の分析でのプログラムは現時点では少な

い。)

0食品衛生法では、一定の基準を満たす分析機関を、厚生労働省が登録(登録検査機

関)。

0欧州では、.'食品規制のための分析機関は、1SO/1EC17025 (分析試験所に対する一般

本制を整備した

要求事.項>の認定を取得していることが義務。

3 分析の発注者が留意すべき事項

分析機関を選ぷ(参考参照)。

①分析を発注する場合、・厚生労働省の登録検査機関または精度管理等の

②自らの生産物・製品が分析に供される場合、分析される試料と同じ口'ツトの製品・生

産物を冷凍保存しておく(確認分析が必要な場合に備える)。

一
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・食品中の、放射性物質に関する検査を実施することが可能であるとして
号

厚生労働省に登録された分析機関

(株)札幌市中央卸売市堪食品衛生検
査センター

検晝擁闘の名称

(財)北淘道藥劃飾会公衆衛生撞査セ
ンター

"ヨ0地,

検責桜闘
抽卓届t.ルd・L曲homt01ν

(牡)青森県藥剤師金痛生検査センタ「
Aom06 Ph.m.oout;0.1A誹伽1直U0れ

...ー'...、

(牡)岩手県藁劃飾会'

、検筆樵関の所在地
.d.帖'

(財)官城県公衆衛生位金

札幌市中虫区北12条西20-
1-10カネシ〆冷蔵・2階

(財)山形県理化学分析センター
R血工此rc、 Lヨb0躍torv 0于
SOIBno..Y"mヨΞ"tB pr6foot口T具

札幌市豊平区平弾コ条B-6-6
.

田木環境写学株式会社 ..

゛.P圭Π EΠυiMm1母nt sor.110.00., Ltd

脊森市大字野ホ字山口164-
43

代巌電籍妻号
P1剛ι. hι訂血N

日*エコテッウ(株)
r、

'

盛岡市鳥場町3一佐

(財)茨城県梨割師会公衆衛生検査セ
ンター
Pub110 H帖1ιh R.舶毛rC11 C6乳仙γ of

北ヨmkl ph.則...乢;0.1A肱00;.tloh .

0"→18-2263

^.^冒岡^.

仙台市象区松森字堤下7妻
地の1 "

011-824-13牝

都道府果
Pr.f.C虹"

亭集所
.念t血芯*1口n."士

(牡)埼玉県食晶衛生儘会

山影市壮巣1丁目6暑卵号

北海道
Hokk.1dou

017ーフ62-3620

(財)千葉県桑剤師会検査センター
R卓皿舶rck conLor 0チCh;bヨ
Ph孟rm金061rLI0.1 A与'ooi."on '

、

山影市高木6響地

北煤道
Hokhldou

製品検査を行う亭業所の名寄

010+22-2467

中央区日本搭1、2、5栄太挫ビ
JW喧

(財).日本食品分析ゼンター
J卑P.h Food R.5E.rch U』0悶10『1閑

(桂査桜闘名と同じ)

管鞠Aomo"

0之2-フ71』4722

(参考)

".m.

【財J食品理境検査儘会
゛ap.n l"fp.0甘on A言工061冨凹oh ofFood
ヨhd F0団 lnd山trv Etιν1地nr乳.nt

水戸市竺原町釘847

岩学IW゛仙

(検査橿閏名と問じ)

0仰』545-5308

(財〕日本冷凍変品検査協金
゛"P羊口 F如加nFoodΞln工Peとミ山Π
00巾口r.tldn

さいたま市消和区高砂4司一
1了

衛生検査センター'

官城M加が

0?3-6U』6日00

【社)砦手県菓劃師会会営
岩手県医禦品衛生検壹セン
夕一

千薬市中美区中央地1-1ト

(牡)Eホ食昂衛生協会
゛.P色n Food lw'.n.η A3'OCI.uon

03-B274』部67

山形Y"m.'ヨ山

村

キ

(2m2年2員伽日課在)

【財)日本乳業技衛協会'
゛ヨPヨn o.1ryT.ohnlo.1A、星001.uon

.

(検査機闘名と同じ)

山形Y.m冨'.仙

謂青
キ直m゛rk# 001ι罫m

029-306ーヨ朗6

渋谷区元代貞木町52書1号

.

【財)日本穀物検定位会
'.Pヨn Gr且ln 1貼P..on A古EOCIEⅡ0Π

ノ

植高Fuk山hlm.

(技晝操闘名と伺じ)

、'

048・64ヨー5ヨ31

中央区京橋召Υ目7看4号

、

〔桂査機関名と同じ)

(財)廩京顕微鏡院

茨南11b且Ⅷ証

τ"ノ

043.42一卵28

港区芝大門2丁自4看6号

側)新国本検定協会
Shln Nihon K醐t"1 KY01Ⅷ1

梧島分析センター

」

埼玉S.1Ξ.m.

敲谷区井宮前2丁目6番1号

1

03'34舶一71ヨ1

(杜)日本海亭検定地金

Nippoh K串UI Keht.1 KYok"1

ノ

(検査棲開名七同じ)

鳥.

千紫CHb.

干代田区九段北1丁伺,4書
1日号

ヨ本環境榛式会牡
Nlhon ETIYimr【rn6nt.1 SET抗oe' 00- Ltd.

03-35闘一4闘1

東京T0則わ

庫京T0卿0

大阪0卵袷

(杜)珪玉県食品衛生地会
検査センター

中央区日本描兜町15-6

R

(功新潟県砺境衛生研究所
ErNlr0Π「n.i1ι.1SolenC色 R"Qヨrc、
Ni旧串t鼻

03-3'38-1411

(検憲樓閏名と同じ)

固到^

千イそ田区力段南4-8-32

稾京T0卿0

(牡)新潟県理墳衛生中央研究所
EnvlronroBnt 凹y'1.n邑 OEnt「画1
1.bor晶torYO0↑ΠP宜tly ・

03゛'03一旦111

神奈川K.MOW.

寮京本部{受付窓口〕

多摩研空所(横衰実施概関)

影如研空所(検査実施機閏)

..'...........圏..................

挫区嵩輪3丁目25蛋23号

業京T0卿口

03心264一柏ユ1

ノ

兵庫Hyo'0

(社)新渇県環境分析センター

ノ^

廩京事業所{受付窓口}

中央宮ハ丁堀1丁目9妻7号

世区^

稾京T0卿0

03-366邑田911

讃浜亭集所(検寮実娃桜脚

(一財〕上越環境科学センター

、

東京棲登所(受付釜口)

横汝市企沢区幸浦2ート13

藁京T0卿0

伽,0663四681

仕ゾノ

関西革業断【挫壷室施接脚

燕市吉田東栄町8響13号

業京Tokvo

食品衝生研空所

03-a'49゛811

上証ゼ聖凶^

長岡市新産2丁目12番7

黨京Tokyo

(検査機閏名と同じ)

k

03-3552-1241

「

、

新渦市江衛区担父興野奥雪
地1'

棄京分折センター

神奈川K.".'.榊

{

叫5・780-3舗1

血区"塾堂^

上越市下門罰1666

、神奈川K.舶肌W6

(桂査橿闘名と伺じ)

0之56ーヨ3-4509

出広α窒出^

SK横浜分析センター

神奈川K.舶ぎ.W.

02馳・46-7151

幽旦ゼ"出"望^

新隅NI;晶仙

食品衞生分析センター,

025-284→500

中央研空所

新渦NilP始

025-54ヨーフ664

(枝査援関名と面じ)

新掲脚P仏

辻

鷲、

(検査機蘭名と同じ)

斬渇櫛印仙

上廿P止"^

0

(検査機関名と問じ)

士m

ノ

ノ

(検査機関名と制じ)

'

n

r

賢

..

ノノW^れ鷲

上堂正^

ノ

ノ柾
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(株〕北陸環境暈噂研記所
"oku.U 乃ぜ甘tUヒe or EnvlrorLr"en仙!
S01.nC6.00- Ltd.

検窒捜関の名称

(株)酔環検査センター
Solhrl K.h畢. oerlt邑r 1Π0,

"窒m.

検査槌闘
N'駈叶6d ub0陸如Ty

(株)エコプロ・りサ・^

件幻愛知県桑劃師金
Th. AION ph冨mヨ0.UU0色IA工ΞOCI.甘on

重海分折化学研史所、
Tok急t BⅡΠ季6kl K量PkU κ色Πkyuu$yo

検査挫閏の屍在地
.d6r凹"

福井市光唖4-4一畢7

(財)食品分析開発センタデSⅡNATEO
Food Ar堤ly'「工 T.chn010冨y o.旦t.r

藤枝市鹿柳伽10讐地

(株)鳥津テウノリサーチ
SNT口.dzu T.oh"0.R..巴.roh 1肌0、

静岡市清水区渋川10幡地

(1知日本食品エコロジー珊空所
゛.P.n 動工枇Ute 0十Food' EO010Ξν

代表電琵雲号
nMM =此""、.r

名古屋市中区丸の内2-3-1

凡

^i

(一社)全日接
AU N;ppon ohook.rs ooTP0鬼甘od

0776-22゛フ71

景川市御津町赤相下川50讐
地

(株)エフイーエ」シー
[旧:(株)最境分折センタ】】
F.eA.0.00.Ltd.

054-34-1000

如道府鳳
Pr写f此b訂魯

事案研
.宝ι.b11'hm旺口t

四日市市赤堀2丁目3膏29号

福井FukⅢ

(株)日本総合科学
NIPPONTOTALSOIENOE,1NO.

054-348-5ユフ4

京都市中京区西ノ京ミ条坊
町之讐地の棉

製品挨晝を行う宰案価の名称

(株)キュ^イ分折研究所
0$N A".1y'186"a R6ε,eroh c.ntor
00, L士d,・

静岡$地U0爾

05旦.83-1131

特戸市稾識区住吉甫町1丁
目12委12号

静闇S"ユυok*

(検査碇圍名と同じ)'

(財)北力州生活科学センター
Krt.kyu.hu ur.$01."C. C0緋.r

0533-75-2250

れ.m卑

溌区怖岸3-1司

本社環境研究所

坐知AICN

(社)熊本県藁剤師会
Kur"8moto phヨ肌ヨ0.UU"1A非001.uoh

0釣ーヨ54-1552

出冥市湖陵町板津1霄地

本社・分析センター

畢

垂知A1仙;・

075-811゛1BI

(社)六分県藥剤師会桂査センター

'

福山市箕島町南丘舶小46

生活チ斗学センター

三埜MI.

※検査の詳細については、告検査接閏にお問い合わせください.

078-846→261

上旦P宝^

宗像市王丸4"-1

京都Ky0伽

菊郡研弐所

03-5165卿2113

.僻考
r.m邑『長.00IU1摺1

、

北九州市戸畑区中原新町1-
4

、

ノ

兵庫卜抄0ι0

(横堂礁関名と問じ)

0853叫3』ヨ638

熊本市本荘き一2一伯

本社峯業所

兵庫Hyo'0

OB4゛81-0181

.

壗亘仏型出迎^

大分市大字豊饒字光屋"1-
1. 圏,

島根SNm.舶

(検査橿闘名と同じ)、

、

0940-37・ε070

血立仏型当^

ノ

広臭印Ⅷ'"!m"

全日検理化学分折センター

093一舶1-8ユ82

出宅α出型丘^

、

橿同F峠山k.

幟査援闘名と同じ)

0開『ヨ66.3フユ

日本適合性認定協会HPで紹介されている放射性物質の検査に係る

ISO/正C1702罪忍定取得機関・(厚生労働省の登録検査機関以外)

/ W山リ,.、

摺同Fukuok.'

(桂査鍵聞名と伺じ)

Og7-54'゛'如0

出正"逸上旦址

」

①(株)ベジテック(東京都昭島市武蔵野2-6-18、電話042-545-6528)

熊本Kum.moto.

(撞査捜関名七問じ)

大分01始

(検杢挫闘名と同じ)

^.

htt ://WWW. ve eteoh. CO.'P/

』

固臥女血二=証^

(牡)熊本県藁劃師金民架
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'
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②(株).ユニチカ環境技術センター(京都府宇治市宇治小桜23番地、.電話0774-25-2歌2)

(検査槌闇名と同じ)
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社団法人日本動物用医薬品協会御中
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このことについて、食料産業局長より通知(平成24年4月20日付け24食産第44

5号)されたところですが、下氾につき、下の会企業に周知います。

なお、品中の放射性物質に係る 考が別 1のとおL公されていますので、

、下の会企にせて周知願います。

また、貴団体において、 の射性物質に係る勉強会等を開される、には望

に応じ当省を、として派遣させていただきます。

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

24食産第445号

平成24年4月20日

農林水産省食料産業局

食品小売サービス課長

食品製造卸売課長

食料産業局長通知の「客観的・科学的に検証された分析法」に関し、厚生労働省から、

①食品中の放射性セシウム検査法(http://W冊."hlw.go.JP/shi"sai jouhou/dl/shik舶

hoU 12船16、 pdf)、② の射セシムスクリーニング法(ht如;//W艸.mhlw.go

jp/stf/houdou/2r985200000246ev.htmD に係る通知が発出されていること。

別添2の「信頼できる分析の要件」を満たす分析機関ヘ発注すること、又は自ら分析

している場合は要件を満たす取組をしていること

【講師派遣相談窓口】

農林水産省食料産業局食品小売サービス課

小山内(おさなし、)、富樫(とがし)

TEL:03-3502-5744

氾

接
24'4,25

動藁協会
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食品産業団体の長宛

、.

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

このことについて、食料産業局長より通知(平成24年4月20日付け24食産第44

5号)されたところですが、下記事項につき貴・団体傘下の会員企業に周知願います。

なお、食品中の放射性物質に係る各種参考資料が別添1のとおり公表されていますので、

貴団体

平.成24年4月20日

24食産第445号

また、貴団体において、食品中の放射性物質に係る勉強会等を開催される際には、要望

に応じ当省職員を講師として派遣させていただきます。

下の会員企業に併せて周知願.います。

記

食料産業局長通知の「客観的・'科学的に検証された分析・法」に関し、厚生労働省から、

①食品中の放射性セシウム検査法(http:/ゾW棚.mhlw.Ξ0.JP/shlnsai_jouhou/dl/shik卸

農林水産省食料産業局

食品小売サービス課長

食品製造卸売課長

houJ20316.pdf)、②食品中の放射性セシウムスクリーニング法・(hせP://WW.仙IW.Ξ0

jp/stf/houdou/2r985200000246剖.html),に係る通知が発出されていること。

別添2の「信頼できる分析の要件」を満たす分析機関ヘ発注する,こと、又は自ら分析

している場合は要件を満たす取組をしていること

【講師派遣相談窓口】

農林水産省食料産業局小売サービス課

小山内(おさない)、富樫(とがし)

TEL:03-3502-5744

、
一



<基準値関係>

1.食品中の放射性物質の新たな基準値について(平成24年2月厚生労働省公表)

'2

//WWW. mhlwhtt

ノ

食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関するQ&A (平成24年3月厚生労働省

公表)

htt :/ W棚,mhlw

<基礎知識関係>

1.放射性物質の基礎知識(平成24年2月農林水産省公表)

0 to 'ics/buk oku/i aku/syoku-anzen/iken/dl/120117-1一船一01

htt :/. W棚..maff

0

<.調査,規制関係>

1.食品等に含まれる放射性物質(平成24年2月農林水産省公表)

/sh insa i_'ouhou/d l a 120330. pdf

h杜://WWW.maff

0

<分析関係>

1..放射性物質の分析について(平成23年12月農林水産省公表)

(別添 1)

/' s ouan/swmu/sa iΞa i/ df/12船01_kiso. df

h杜://WW.ma仟

2.

0

Na l'(T .1)シンチレーションスペクトロメータを用いて測定した結果を適切に評

価するために休刀,D者編)(平成23年12月農林水産省公表)

/ ys oU帥/soumu/saiΞai/ df/120209_shoku. df

h杜://W棚.Ⅲa仟

df

0 /'/s ouan/selsaku/data_re11anoe/ df rad kens u. d十

、

0 /ykaηbo/'oho sai ai df uldance. df



科学的に信頼できる分析結果を得るだめには、以下の取組等を行っていることが必要。

1.分析法の要件

証された分析法を使用。

いつ、どこで、誰が分析しても同様の分析結果が得られるこ,とが客観的・科学的に検

2.分析者に求められる事項

(分析機関または生産者等が自ら分析する場合)

①組織管理、分析者の教育、測定手順等の文書化、内部での分析の精度管理などのマネ

信頼できる分析の要件

ジメント体制を構築。

②定期的に外部.の技能試験を受け、自らの技能を評価。

(参考)

0分析機関内部での分析の精度管理

・同一試料を繰り返し分析した際のバラツキを把握、標準試料の測定値を定期的に確

認など。

0技首能式験.(rprofioi.enoy Testin訂の゛1.Sき尺)

,第Ξ者機関が配布する試料を参加者が分析し、複数の分析機関間で分析結果を比較

(別添2)

・評価するプログラム。(放射性物質の分析でのプログラムは現時点では少な

い。)

0食品衛生法では、一定の基準を満たす分析機関を、厚生労働省が登録(登録検査機

0欧州では、食品規制のための分析機関は、1S堕rU型Ξ扮析試験所に対する一般

要求事項)の認定を取得していること.が義務。

3 分析の発注者が留意すべき事項

分析機関を選ぷ(参考参照)。

①分析を発注する場合、厚生労働省の登録検査機関またほ'

②自らの生産物・製品が分析に供される場合、分析される試料と同じロットの製品,生

産物を冷凍保存しておく(確認分析が必要な場合に備える)。

ノ

度管理等の体制 整備した

0)閏


